
１ テーマ名 

ＬＥＤ光による防蛾照明技術の現地適応性確認 

 

２ 目的 

  トマト，ほうれんそう，アスパラガスといったチャレンジプランに掲げる品目

の産地において，試験研究と連携し実証展示ほを設置し，防除効果を確認する。 

  葉菜類では，夜蛾類が問題となる 9～11 月に栽培される“ほうれんそう”

における防除効果の確認，技術普及の可能性を考察する。 

また，試験研究との連携による現地技術普及手法の共有化を図る。 

 

３ 調査研究の内容 

(1)黄色ＬＥＤ防蛾照明施設の設置方法に関する知識の習得 

(2)－①トマトを加害する夜蛾類防除効果 

    ・夜蛾発生状況（地域） 

    ・収穫物被害調査(調査区，対照区) 

  －②ほうれんそうを加害する夜蛾類防除効果の調査 

  ・夜蛾発生状況（地域） 

  ・収穫物被害調査(調査区，対照区) 

－③アスパラガスを加害する夜蛾類防除効果の調査 

      ・夜蛾発生状況（発生予察データ） 

      ・寄生幼虫数 

    ・親茎被害率 

    ・防除履歴 

 (3)夏秋トマト，露地ほうれんそう，ハウスアスパラガスでのＬＥＤ防蛾照明

技術の普及についての考察 

 

４ 成果 

 (1)栽培方法や品目に応じた防蛾照明施設の設置方法に関する知識を得た。 

 (2)夜蛾類防除効果について，野菜実証品目において知見を得た。 

 (3)ＬＥＤ防蛾照明技術の普及について，効果や費用面からの考察を実施した。 

 (4)農業技術センター各専門分野研究員との連携による現地技術普及活動を実

施することができた。 

 

５ 普及活動における活用方法 

  栽培実態に応じ，夜蛾類の防除方法の一つとして活用できる。 

 

６ 留意事項 

  ほうれんそう等，昼行性の鱗翅目害虫の被害が大きい品目については，Ｌ

ＥＤ黄色防蛾ランプのみでの耕種的防除では実用性が低いと推察される。 

 

 

 



○トマト調査結果 

 

 
      図１ オオタバコガの時期別誘殺頭数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図２ オオタバコガによる旬別被害果数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ほうれんそう調査結果 

           表１ 収穫前の夜蛾被害調査 

  
 

 

 

            表２ 生育品質収穫物調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○アスパラガス調査結果 

   実証圃-１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   実証圃－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


